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（9）赤穂市議会からの意見 （2020年（令和2年）3月30日提出） 

これまでの赤穂市総合計画においては、人口の増加または維持を前提としており、その中

で政策を定め施策を展開することで行政運営を図り、総合計画に掲げるまちづくりの実現を

図ってきたところである。 

わが国における人口減少・少子高齢化の進展に伴い、今回策定する2021年（令和３年）か

ら10年間の本市のまちづくりは、初めて人口減少を前提とすることとなり、さらに近年多発

する大規模災害や急速に変化する社会情勢や制度の改正などに対し迅速かつ的確に対応す

る行政運営が求められると考える。 

人口減少を見据えたまちづくりを推進するにあたっては、地域におけるさまざまな人々の

活躍があってこそ成しえるものであり、特に女性のまちづくり等への積極的な参画は不可欠

であると考える。 

また、本市におけるスポーツの持つ多様な意義を踏まえ、健康とスポーツを軸としたスポー

ツ先進都市の実現に向けた取組は、健康の増進のみならず地域の人々の連携に繋がるもので

あり非常に特筆すべき事項であると考える。 

それら本市を取り巻く背景や本市の特色ある事項を十分に考慮され、新たな本市まちづく

りの行政運営の指針となる「総合計画」の策定を望むものである。 

本会議場 

２０３０赤穂市総合計画 
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（７）市民ワークショップから 

〈全ワークショップ成果のまとめ〉 

①赤穂市の山・川・海といった自然、忠臣蔵に代表される歴史に誇りを持ち、この魅力を広く

世の中に情報発信する。 

②10年後も、より活気があり、子どもからお年寄りまで笑顔あふれる安全で安心して暮らせ

るまちづくり。 

     

（８）赤穂未来創造委員会からの提言 

①安心して出産し、子育てしやすい体制づくり 

(ⅰ)市民病院産婦人科における分娩の受入再開 

(ⅱ)出産から子育てまで切れ目のない支援 

(ⅲ)出会い、結婚の支援の充実 

②健康寿命を延ばし、元気な高齢者が活躍できる場をつくる 

(ⅰ)介護予防等の充実 

(ⅱ)豊富な経験と知恵を地域で活かす 

③暮らしの安全と安心を守る 

(ⅰ)市民の防災意識の向上を図る 

(ⅱ)環境問題への適切な対応 

④子どもから高齢者まで「学ぶ」機会づくり 

(ⅰ)子どもが学ぶ機会への多様な関わり 

(ⅱ)学び直し（リカレント教育）の充実 

(ⅲ)生涯スポーツの健康づくりや地域における文化芸術活動の振興 

⑤産業の担い手づくりと活性化 

(ⅰ)人材の確保と担い手づくり 

(ⅱ)広域的な取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 




